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１．概要（Summary） 

本年度は塩基性ガスアシスト液中成膜法による ZnO膜

の作製、オレイン酸添加クエン酸錯体法による固体酸化

物燃料電池空気極材料 La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3 (LSCF)の

低温焼結、気液界面に配列した界面活性剤を用いたフェ

ライトナノシートの作製と Mg 合金の表面処理による耐食

性向上に関する研究を行った。これら溶液プロセスの各

パラメータが与える試料の構造への影響を走査型電子顕

微鏡にて観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 

【実験方法】 

上記の SEM 装置を用いて、ZnO 膜、LSCF 焼結体、

フェライトナノシート、Mg 合金それぞれの表面/断面構造、

断面粗さの評価等に用いた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

塩基性ガスアシスト液中成膜法で作製した ZnO 膜の 

(a)表面および(b)断面のSEM像をFig.1に示す。溶媒に

水に代えてエチレングリコールを用いることで、水酸化亜

鉛を含まない酸化亜鉛膜の作製に成功した。 

LSCF 焼結体についてはクエン酸法に界面活性剤の

オレイン酸を組み合わせた新規溶液プロセスによっ

て焼成温度を従来の約半分である 500℃へ低温化する

事を成功した。焼成の際に添加したオレイン酸が熱源

として働くことが低温焼成に重要であり、その量の最

適化により単相化も可能である事が明らかになった。

仮焼成後の粒子表面状態観察をFE-SEM装置で行った。 

フェライトナノシートについては、気液界面におい

て整列した界面活性剤をソフトテンプレートとして

Co置換フェライトナノシートの作製を試みたがCo置

換フェライトナノシートの積層化やナノ粒子の凝集

が起きた。溶液成分を変えることで単層に近い均一な

ナノシートが作製できたが、Co3O4 を主成分とするコ

バルト鉄酸化物となった。大きなシートの概形観察を

FE-SEM で行った。 

Mg 合金の表面処理による耐食性向上では、代表的

な AZ91D 表面への陽極酸化処理、水熱処理を行い、

その耐食性への影響を調査した。その結果、Na3PO4

溶液を電解液とした陽極酸化法による AZ91D マグネ

シウム合金表面への酸化膜付与を 5分間行った試料で

は薄い酸化被膜が基板表面を一様に覆い、耐食性試験

 

Fig.1 (a)Surface and (b)Cross-sectional SEM image of ZnO film 
deposited by basic gas assisted liquid phase deposition. 

 

Fig.2 Surface SEM 
image of sample 
hydrothermally treated 
at 150℃ for 4hours in 
0.5 M Na3PO4 aq. 

 

Fig.3 Cross-sectional 
SEM image of sample 
hydrothermally treated 
at 160℃ for 2hours in 
5 wt% NaOH aq. 
 



の結果 30 ~ 40 %耐食性の向上が見られた。Na3PO4

溶液を用いた水熱処理を施した試料では、Fig.2 に示

す様に表面を緻密な膜が覆い、大幅に耐食性を改善す

ることが出来た。これは一部が Mg 置換された

Na3PO4の結晶であることが類推された。NaOH 溶液

を用いた水熱処理については Fig.3 に断面図を示すが、

ち密な膜が表面に形成され耐食性が向上した。この表

面層は Mg(OH)2であることが分かった。 
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